
Messiaen: Vingt Regards sur l'Enfant-Jésus
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9.
10.

父のまなざし　Regard du Père

星のまなざし　Regard de l’étoile

交換　L’échange

聖母のまなざし　Regard de la Vierge

御子に注がれる御子のまなざし　Regard du Fils sur le Fils

万物はそれ（御言葉）によって成った　Par Lui tout a été fait

十字架のまなざし　Regard de la Croix

高きところのまなざし　Regard des hauteurs

時のまなざし　Regard du temps

よろこびの聖霊のまなざし　Regard de l’Esprit de joie

11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.

聖母の初聖体　Première communion de la Vierge

全能なる御子の言葉　La parole toute puissante

ノエル（クリスマス）　Noël

天使たちのまなざし　Regard des Anges

幼子イエスの接吻　Le baiser de l’Enfant-Jésus

預言者と羊飼と東方の三博士のまなざし　Regard des prophètes, des bergers et des Mages

沈黙のまなざし　Regard du silence

恐ろしき塗油のまなざし　Regard de l’Onction terrible

眠っていても、私の心は目覚めている　Je dors, mais mon cœur veille

愛の教会のまなざし　Regard de l’Eglise d’amour

児玉 桃 ピアノ・リサイタル
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チ ケット
取 扱 い
お問合せ

〈チケットご購入のお客様へ お願い〉　新型コロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いします。
※芸術文化センターでのご購入時には、来場者情報把握のため、先行予約会員（無料）へのご登録をお願いしております。なお、お一人様２枚までとさせていただきます。
※入場者数を制限して販売する場合があります。※37.5℃以上の発熱がある方は入場をお断りさせていただきます。
※マスクを着用されない方はご入場いただけません。（マウスシールド不可）　※感染の再拡大等により、公演の中止や、公演内容、座席配置等が変更となる場合がございます。
※未就学児童のご入場はご遠慮ください。

ご来場前にウェブサイト掲載の
〈当センターをご利用のお客様へ〉を
 ご確認いただきますようお願いします。

6:30PM開演（5:45PM開場） 上演時間

約2時間20分
（休憩含む）A ¥3,000 B ¥2,000 （税込／全席指定）2021. （金）3/5

芸術文化センターチケットオフィス ☎ 0798-68-0255（10:00AM-5:00PM 月曜休み  ※祝日の場合翌日）

〒663-8204 兵庫県西宮市高松町2-22阪急西宮北口駅南改札口スグ／JR西宮駅より徒歩15分（阪急バス7分）

http://www.gcenter-hyogo.jpインターネット予約発 売
12/10（木）

窓口での販売（残席がある場合）は12/11（金）より 主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター



フランス現代音楽の巨匠オリヴィエ・メシアン（1908-92）。
独自の理論に基づく作曲技法や強いカトリシズムの影響によって、
日本ではまだ難解な印象を持たれがちな作曲家かもしれません。
しかしながらその官能的で輝くような音の響き、
東洋的なリズムや鳥の歌に着想を得た、独特の生命力をもつ音楽は、
理解を超えた音の悦楽を感じさせてくれるものです。

その大作曲家の作品をこれまでに数多く取り上げ、高い評価を得てきた児玉桃。
長らくパリに居を置く児玉が得意とするフランスの作曲家の中でも、
メシアンはとくに重要なレパートリーです。
児玉は、メシアン夫人で「幼子イエスに注ぐ２０のまなざし」の初演者
イヴォンヌ・ロリオの薫陶を受け認められたピアニスト。
日本で、この大曲を全曲堪能できる機会は、
そう巡ってくるものではありません。
壮大なる、２時間の神秘体験を―

　J.S.バッハからメシアンを含む現代作品まで、幅広いレパートリーと豊かな表現力
で活躍を続ける国際派。幼少の頃よりヨーロッパで育ち、パリ国立高等音楽院に学
ぶ。1991年、ミュンヘン国際コンクールに最年少で最高位に輝く。
　その後、ケント・ナガノ指揮ベルリン・フィル、小澤征爾指揮ボストン響、モントリ
オール響、ベルリン･ドイツ響、北ドイツ放送交響楽団との共演、デュトワ指揮NHK交
響楽団とのアジアツアーのソリストを務めるなど着実に世界的なキャリアを築く。
　2008年は、メシアン生誕100年を記念したシリーズ公演（全5回）を行い高い評価
を得た。2013年にはルツェルン音楽祭、ウィグモアホール、東京オペラシティ文化財
団の共同委嘱による「細川俊夫：練習曲集」をルツェルン音楽祭にて世界初演、12月
には東京オペラシティにて日本初演、翌年ロンドン・ウィグモアホールでも演奏。
最近の活動としては、ウィーン・ムジークフェラインへのデビュー（メルクル指揮ウィー
ン・トーンキュンストラー管）、ノリントン指揮フランス放送フィル、フォスター指揮パ
リ室内管弦楽団との共演をはじめ、室内楽では、ベルリン・コンツェルトハウスでの室
内楽など、ヨーロッパでも活躍の幅を広げている。
　CDはオクタビア・レコードより「ドビュッシー：impressions」、「ショパン・ピアノ作
品集」「メシアン：幼子イエスに注ぐ20のまなざし」がリリースされており、ヨーロッパ
でも高い評価を得ている。2010年1月にはメシアンの「鳥のカタログ」全集をリリース。
ECMよりリリースされたCD「鐘の谷～ラヴェル、武満、メシアン：ピアノ作品集」は、
ニューヨーク・タイムズ、サンフランシスコ・クロニクル、ル・モンド・ド・ラ・ムジーク、
仏クラシカ・マガジン、テレラマ等で大絶賛を博し、2017年には最新アルバムとして
ECM第2弾、「点と線・ドビュッシー＆細川俊夫：練習曲集」をリリースし、注目を集め
ている。
　2009年中島健蔵音楽賞および、芸術選奨文部科学大臣新人賞を受賞。
　パリ在住。
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児玉桃（ピアノ）Momo Kodama, piano

©Marco Borggreve


